
平
成
四
年
労
働
省
令
第
二
十
六
号

労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則

労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
平
成
四
年
法
律
第
九
十
号
）
第
七
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
過
半
数
代
表
者
の
選
任
等
）

第
一
条
　
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
四
年
法
律
第
九
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
号
並
び
に
第
七
条
の
二
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
第
一
号
に
規
定
す
る
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表

す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
過
半
数
代
表
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
　
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
監
督
又
は
管
理
の
地
位
に
あ
る
者
で
な
い
こ
と
。

二
　
法
第
七
条
第
一
号
若
し
く
は
第
七
条
の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
推
薦
又
は
同
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
規
定
す
る
協
定
（
第
三
項
に
お
い
て
「
推
薦
等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
者
を
選
出
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
実
施
さ
れ

る
投
票
、
挙
手
等
の
方
法
に
よ
る
手
続
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
使
用
者
の
意
向
に
基
づ
き
選
出
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
。

２
　
使
用
者
は
、
労
働
者
が
過
半
数
代
表
者
で
あ
る
こ
と
若
し
く
は
過
半
数
代
表
者
に
な
ろ
う
と
し
た
こ
と
又
は
過
半
数
代
表
者
と
し
て
正
当
な
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
と
す

る
。

３
　
使
用
者
は
、
過
半
数
代
表
者
が
推
薦
等
に
関
す
る
事
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
配
慮
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
労
働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
の
議
事
録
の
作
成
及
び
保
存
）

第
二
条
　
法
第
七
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
議
事
録
の
作
成
及
び
保
存
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
は
、
同
条
に
規
定
す
る
労
働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
の
開
催
の
都
度
そ
の
議
事
録
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
そ
の
開
催
の
日
（
当
該
委
員

会
の
決
議
が
行
わ
れ
た
会
議
の
議
事
録
に
あ
っ
て
は
、
当
該
決
議
に
係
る
書
面
の
完
結
の
日
（
労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
第
五
十
六
条
第
一
項
第
五
号
に
定
め
る
完
結
の
日
を
い
う
。
）
（
当

該
決
議
に
係
る
賃
金
の
支
払
期
日
が
当
該
完
結
の
日
よ
り
遅
い
場
合
に
は
、
当
該
支
払
期
日
）
）
か
ら
起
算
し
て
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
七
条
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
等
）

第
三
条
　
法
第
七
条
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
同
条
に
規
定
す
る
労
働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
の
委
員
の
任
期
及
び
当
該
委
員
会
の
招
集
、
定
足
数
、
議
事
そ
の
他
当
該
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

に
関
す
る
規
程
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
事
業
主
は
、
前
項
の
規
程
の
作
成
又
は
変
更
に
つ
い
て
は
、
当
該
労
働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
使
用
者
は
、
法
第
七
条
に
規
定
す
る
労
働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
の
委
員
が
同
条
の
決
議
等
に
関
す
る
事
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
配
慮
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
規
定
）

第
四
条
　
第
二
条
及
び
前
条
の
規
定
は
、
法
第
七
条
の
二
に
規
定
す
る
労
働
時
間
等
設
定
改
善
企
業
委
員
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附
　
則

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
四
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
労
働
時
間
短
縮
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
給
す
る
給
付
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
二
条
　
法
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
労
働
省
令
で
定
め
る
給
付
金
は
、
第
六
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
労
災
則
附
則
第
四
十
九
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
労
働
時
間
制
度
改
善
助
成

金
及
び
労
災
則
附
則
第
五
十
項
に
規
定
す
る
事
業
主
団
体
等
労
働
時
間
短
縮
自
主
点
検
事
業
助
成
金
と
す
る
。

（
労
働
時
間
短
縮
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
給
す
る
給
付
金
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
三
条
　
中
小
企
業
労
働
時
間
制
度
改
善
助
成
金
及
び
事
業
主
団
体
等
労
働
時
間
短
縮
自
主
点
検
事
業
助
成
金
に
係
る
法
第
十
七
条
第
二
項
の
給
付
金
の
支
給
要
件
は
、
中
小
企
業
労
働
時
間
制
度
改
善
助
成
金
に
あ
っ
て
は
労
災
則
附

則
第
四
十
九
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
業
主
団
体
等
労
働
時
間
短
縮
自
主
点
検
事
業
助
成
金
に
あ
っ
て
は
労
災
則
附
則
第
五
十
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
中
小
企
業
労
働
時
間
制
度
改
善
助
成
金
及
び
事
業
主
団
体
等
労
働
時
間
短
縮
自
主
点
検
事
業
助
成
金
に
係
る
法
第
十
七
条
第
二
項
の
給
付
金
の
支
給
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
給
付
金
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
中
小
企
業
労
働
時
間
制
度
改
善
助
成
金
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
業
の
事
業
主
の
区
分
及
び
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額

事
業
の
事
業
主
の
区
分
及
び
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数

支
給
額

労
災
則
附
則
第
四
十
九
項
第
一
号
ロ
（
１
）
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
し
た
事
業
主

三
十
人
以
下

二
十
万
円

三
十
一
人
以
上
百
人
以
下

四
十
万
円

労
災
則
附
則
第
四
十
九
項
第
一
号
ロ
（
２
）
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
し
た
事
業
主

二
十
万
円

労
災
則
附
則
第
四
十
九
項
第
一
号
ロ
（
３
）
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
助
言
又
は
技
術
的
援
助
を
受
け
た
事
業
主

労
災
則
附
則
第
四
十
九
項
第
一
号
ロ
（
３
）
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
助
言
又
は
技
術
的
援
助
を
受
け
る
に

当
た
っ
て
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
十
万
円
）

二
　
事
業
主
団
体
等
労
働
時
間
短
縮
自
主
点
検
事
業
助
成
金
　
労
災
則
附
則
第
五
十
項
第
一
号
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
に
要
し
た
経
費
の
額
（
そ
の
額
が
一
千
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
一
千
万
円
）

第
四
条
　
第
二
条
（
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
第
二
条
中
「
五
年
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
年
間
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
七
月
一
日
労
働
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
六
月
二
四
日
労
働
省
令
第
三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
一
七
号
）
　
抄

1



１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
五
月
一
一
日
労
働
省
令
第
二
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
労
働
時
間
短
縮
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
労

働
時
間
の
短
縮
に
関
す
る
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
中
小
企
業
労
働
時
間
短
縮
促
進
特
別
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
二
八
日
労
働
省
令
第
四
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
八
日
労
働
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
一
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
四
月
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
二
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
九
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
十
三
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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